
 

平成 26 年５月 16 日 

東京電力株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ 

 

号機 ７号機 

件名 非常用ディーゼル発電機の停止装置に関わる軽度な不具合について 

不適合の 

概要 

 

（発生状況） 

平成 26 年５月 15 日、定期検査中の７号機において、非常用ディーゼル発電機＊１（Ａ）

の点検後の確認運転において機械式過速度トリップ装置＊２の試験を行ったところ、設定

値より低い速度で当該非常用ディーゼル発電機が停止することを確認しました。そのた

め、同装置の調整を行い、再試験を実施したところ、許容範囲内で停止できなかったこ

とから、今後、詳細に調査を行うこととしました。 

なお、当該非常用ディーゼル発電機は、確認運転において、所定の電力を供給できる

こと、ならびに手動で停止することを確認しています。 

 

（安全性、外部への影響） 

今回の不具合については、停止装置に関わる軽度な不具合であり、当該非常用ディー

ゼル発電機の発電機能に影響を与えるものではありません。また、７号機用として別の

２台の非常用ディーゼル発電機が待機状態であり、プラントの安全上の問題はありませ

ん。 

 
今回の不具合による外部への放射能の影響はありません。 

 
 

＊１ 非常用ディーゼル発電機 

所内電源喪失時に所内へ電源を供給するためのディーゼルエンジン駆動の非常用発電機。 

 

＊２ 機械式過速度トリップ装置 

ディーゼル発電機の停止は、手動停止、電気式ならびに機械式の過速度トリップ装置がある。 

機械式過速度トリップ装置は、機関の過速度を検出し停止させる装置であり、電気式過速度ト 

リップ装置のバックアップ。 

 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

 
＜安全上の重要度＞ 

 
安全上重要な機器等 ／ その他設備 

 
＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
■ 法令報告不要 
□ 調査・検討中 

対応状況 

 

今後、当該装置について原因究明のための調査を行ってまいります。 

 

 



 

 
 
 

 

柏崎刈羽原子力発電所７号機における 

非常用ディーゼル発電機の停止装置に関わる軽度な不具合について 

  

 

柏崎刈羽原子力発電所７号機 原子炉建屋 １階 

発生場所 
（ 非常用ディーゼル発電機（A）室 ）

展望台

柏崎刈羽原子力発電所
屋外 









 

 

 

平成26年度夏期の電力需給見通しについて 

 

平成 26 年５月 16 日 

東京電力株式会社 

 

東北地方太平洋沖地震以降、広く社会の皆さまには節電へのご理解とご協力をいただき、

厚くお礼申し上げます。このたび、平成26年度夏期の電力需給見通しを取りまとめましたの

でお知らせいたします。 

 

電力需要については、お客さまにご協力いただいております節電の効果等を踏まえ、今夏

において需要が高まると予想している７、８月において、平年並みの気温の場合では 5,160

万kW、平成22年度並みの猛暑の場合では5,320万kWになると見通しております。 

これに対して供給力は、千葉火力発電所３号系列（コンバインドサイクル化後の出力：50

万kW×３軸、燃料：ＬＮＧ）や鹿島火力発電所７号系列（コンバインドサイクル化後の出力：

42 万 kW×３軸、燃料：都市ガス）のコンバインドサイクル発電方式への変更による増出力

や、・ 野川発電所４号機（出力：40万kW、揚水発電方式）など新規電源開発の着実な推進

に努めた結果、西日本（関西電力株式会社および九州電力株式会社）からの電力融通の要請

があった場合でも、７月で5,582 万 kW、８月で5,612 万 kWの供給力を確保できる見込みで

す。 

これにより、平成 22 年度並みの猛暑の場合においても、７月の予備力は262 万 kW、予備

率は4.9％となり、安定供給を確保できるものと考えております。 

 

なお、本日開催された政府の「電力需給に関する検討会合」において、『現在定着している

節電の取組※１が、国民生活、経済活動等への影響を極力回避した無理のない形で、確実に行

われるよう、節電の協力を要請※２する。』とされており、お客さまにおかれましては、引き

続き、無理のない範囲での節電へのご協力をお願いいたします。 

 

当社といたしましては、電力設備の確実な運転・保守を含めた供給力の確保を着実に進め

ていくことで安定供給の確保に全力を尽くしてまいります。 

 

以 上 

 

※１ 節電を行うにあたっての目安として、節電の定着分（平成22年度最大電力比）である

▲11.7％が示されている 

 

※２ 政府の節電協力要請期間・時間帯 

    平成26年７月１日（火）～平成26年９月30日（火）の平日 ９:00～20:00 

ただし、８月13日（水）～８月15日（金）を除く 
 



 

 

 ＜別 紙＞ 
 

今夏の電力需給見通し内訳 
 

① 平温並みの気温の場合                         （万kW） 

 ７月 ８月 ９月 

需 要（発電端１日最大） 5,160 5,160 4,720 

供 給 力 5,572 5,602 5,386 

 

 

 

原 子 力 0 0 0 

火 力 4,337 4,383 4,237 

水 力（一般水力） 305 296 288 

揚 水 880 880 800 

地熱・太陽光・風力 60.1 60.0 43.7 

融通 ▲51 ▲58 0 

新電力への供給等 41 40 18 

予 備 力 412 442 666 

予 備 率（％） 8.0 8.6 14.1 

※ 四捨五入の関係で合計が一致しない場合がある 
※ 需要には、節電効果として▲700万kW程度を織り込んでいる 
※ 融通は西日本（関西電力株式会社および九州電力株式会社）より要請があった場合に実施 
※ 上記需給バランスは電力需給検証小委員会の前提にある原子力の再起動がないとした場合 

 

② 平成22年度猛暑並みの場合                      （万kW） 
 ７月 ８月 ９月 

需 要（発電端１日最大） 5,320 5,320 5,220 

供 給 力 5,582 5,612 5,406 

 

 

 

原 子 力 0 0 0 

火 力 4,337 4,383 4,237 

水 力（一般水力） 305 296 288 

揚 水 890 890 820 

地熱・太陽光・風力 60.1 60.0 43.7 

融通 ▲51 ▲58 0 

新電力への供給等 41 40 18 

予 備 力 262 292 186 

予 備 率（％） 4.9 5.5 3.6 

※ 四捨五入の関係で合計が一致しない場合がある 
※ 需要には、節電効果として▲700万kW程度を織り込んでいる 
※ 融通は西日本（関西電力株式会社および九州電力株式会社）より要請があった場合に実施 
※ 上記需給バランスは電力需給検証小委員会の前提にある原子力の再起動がないとした場合 

 

以 上 



日頃より節電へのご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。

今夏については、お客さまにご協力いただいている節電の効果などにより、電気の安定供給を確保できる見通
しです。お客さまにおかれましては、引き続き、無理のない範囲での節電へのご協力をお願いいたします。

平成26年7月、8月の電力需要は、平年並みの気温の場合では5,160万ｋW、平成22年並みの猛暑となった
場合では5,320万ｋWになると見通しております。

これに対して、猛暑の場合の供給力は、7月で5,582万ｋW、8月で5,612万ｋWであり、予備率はそれぞれ、
4.9％、5.5％となり、安定供給を確保できる見通しです。

今夏は、新規電源開発の着実な推進などに努めた結果、7月、8月については西日本からの電力融通の要請が
あった場合でも、5,600万kW程度の供給力を確保できる見通しです。

東京電力（平成26年5月）c

（万kW）

需要見通し[平年並みの気温] 需要見通し[平成22年(猛暑)並みの気温] 供給力[平成22年(猛暑)並みの気温]

平成26年7月 平成26年8月 平成26年9月

平年並み 猛暑*1 平年並み 猛暑*1 平年並み 猛暑*1

供給力（万ｋW）*2 5,572 5,582 5,602 5,612 5,386 5,406

需要（万ｋW） 5,160 5,320 5,160 5,320 4,720 5,220

予備力（万ｋW） 412 262 442 292 666 186

予備率（％） 8.0 4.9 8.6 5.5 14.1 3.6

電力使用実績等のリアルタイム情報「でんき予報」はホームページでご紹介しています。 ＞＞＞

平成22年夏＊1 平成25年夏＊2 平成26年7月 平成26年8月 平成26年9月
＊1 平成22年7月23日（最大需要発生日）の実績です。

（万kＷ）

0

＊2 平成25年8月9日（最大需要発生日）の実績です。

＊1  猛暑は、平成22年並みの気温の場合です。

5,000

5,400

5,800

6,200 最大需要実績
5,999
▲

最大需要実績
5,093
▲

6,412

5,494
5,6125,582

5,386＊3

4,7205,160

5,320
5,220

5,160

5,320

※上記は、国の電力需給検証小委員会の前提である、原子力の再起動がないとした場合の需給見通しです。

＊2 平成22年並みの猛暑の場合、揚水式水力の供給力が10～20万kW増加します。

平成22年
夏実績＊1

平成25年
夏実績＊2

平成26年
7月

平成26年
8月

平成26年
9月

＊3

供 給 力 6,412 5,494 5,582 5,612 5,386

内 訳

原 子 力 1,070 0 0 0 0

火 力 4,150 4,375 4,337 4,383 4,237

一 般 水 力 335 285 305 296 288

揚水式水力 832 720 890 890 800

地熱・太陽光・風力 0 57.8 60.1 60.0 43.7

融 通 0 0 ▲51 ▲58 0

新電力への供給等 25 56 41 40 18

＊1 平成22年7月23日（最大需要発生日）の実績です。 ＊2 平成25年8月9日（最大需要発生日）の実績です。 ＊3 平年並み気温の場合の需要見通しに対する供給力です。

※ 四捨五入の関係で合計が一致しない場合があります。

＊3 平年並み気温の場合の需要見通しに対する供給力です。



東京電力（平成26年5月）c

▷ 設定温度の調整を適温に

「冷やしすぎ」に気をつけて、設定温度は控えめに。

▷ フィルターの掃除はこまめに

フィルターは、2週間に1回程度を目安に清掃するとホコリの目詰まりによる冷房能力と風量の低下を
防ぐことができます。

▷ ブラインドや緑のカーテンなどで日射の進入をカット

ブラインドや緑のカーテンなどで窓から入る熱を遮断すると室温が上がるのを

防ぐことができます。

▷ 風向きは上向きに

冷房中は風向きを上向きに。また、扇風機やサーキュレーターを併用して

室内の空気を循環させるとより効果的です。

設定温度の調整を 使用していないエリアは消灯を 電源設定の見直しを

照明の取り換え時には省エネ型を





････････････････････････

サーキュレーター

ご家庭や企業などにおいて、電気を効率よくお使いいただくための省エネのポイントをご紹介させていただきます。

適正な温度設定による空調をおすす

めします。また、使用していないエリア

の空調を停止すると省エネになります。

使用していないエリアの間引き・消灯を

行うと省エネになります。

省エネ型蛍光灯やＬＥＤ照明などへ

取り換えると省エネになります。

一定時間使用しない場合は、「システ

ムスタンバイ」が適用されるような設

定にしておくと、メモリー以外の機能

がすべてスリープ状態となり省エネに

なります。

▷設定温度の再確認を

食品の入れ具合に応じて、設定温度が「強」の場合は「中（標準）」にすることで省エネになります。

▷扉の開閉は短く、少なく

普段から冷蔵庫の中は整理整頓しておき、ムダな開閉を減らすと省エネになります。

▷できるだけ放熱スペースを

冷蔵庫の上に物は置かず、上部を開放し、まわりにすき間をあけると省エネになります。

▷電球の取り換え時には省エネ性の高いランプに

白熱電球から電球形蛍光ランプや電球形ＬＥＤランプに取り換えると省エネになります。

▷調光機能を使う

調光機能がついているタイプは、必要な明るさに調節することをおすすめします。

･･･････････････････････

でんき家計簿 検索

会員登録無料！

ピッタリな省エネ術 ・ おトクなメニューピッタリな省エネ術 ・ おトクなメニュー の確認は…






